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　・ コール ‐ タール［Coal-tar］（名）石炭を蒸焼にする際に生ずる半流動の物質、幾多の化合物を含有し、「ア
ニリン」又は石炭酸等を製する原料に供せられ、又、「ブリキ」又は鐵材等に塗りて腐蝕を防ぐ料に供せらる。
 金沢庄三郎編『辞林』















































































































短縮語 　　            接頭辞♯語基 → 接頭辞
  単語型 後を取る 結論（ア）
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